
７
日
、
厚
生
文
化
常
任
委
員

会
で
介
護
問
題
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。

今
議
会
で
は
、
国
の
補
正
予

算
に
伴
う(

介
護
職
員
処
遇
改

善
等
臨
時
特
例
基
金
と)

介
護

基
盤
緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基

金
の
創
設
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
「
介
護
施
設
増
設
を

望
む
強
い
声
が
あ
る
。
現
在
、

第
４
期(

09
〜
11
年)

の
計
画
の

も
と
で
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
基
金
活
用
で
ど
れ
だ

け
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

整
備
が
図
ら
れ
る
の
か
」
と

質
問
し
ま
し
た
。

川
越
政
之
助･

長
寿
社
会

課
長
は
、
「
29
人
以
下
の
地

域
密
着
型
小
規
模
施
設
に
つ

い
て
、
市
町
村
の
意
向
調
査

を
行
っ
て
き
た
。
合
わ
せ
て

30
人
以
上
の
施
設
整
備
の
前

倒
し
も
考
え
て
い
る
。
特
養

ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、(

４
期

計
画
で
は
４
４
３
人
分)

は
、

基
金
活
用
で
約
９
０
０
人
分

整
備
と
な
る
」
と
し
、
計
画

よ
り
ほ
ぼ
倍
増
と
な
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

私
は
、
「
特
養
の
待
機
者

は
７
３
０
０
人
、
う
ち
在
宅

の
方
２
４
０
０
人
と
い
う
実

態
の
な
か
で
、
１
０
０
０
人

ほ
ど
の
入
所
定
員
増
は
今
す

ぐ
に
で
も
望
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
」
と
発
言
し
、
老
老
介

護
の
殺
人
事
件
に
対
す
る
山

形
地
裁
判
決
で
『
施
策
や
施

設
が
十
分
で
あ

る
と
は
言
い
が

た
い
』
と
行
政
の
不
備
に
言
及

し
た
点
を
指
摘
し
、
今
後
の
施

設
整
備
に
つ
い
て
、
国
へ
の
要

請
も
含
め
て
県
の
姿
勢
を
問
い

ま
し
た
。

結
城
博
史･

健
康
福
祉
部
長

は
、
「
こ
れ
ま
で
在
宅
サ
ー
ビ

ス
を
重
視
し
て
整
備
を
進
め
て

き
た
。
施
設
整
備
に
つ
い
て
は

市
町
村
の
意
向
も
あ
る
。
基
金

活
用
は
３
年
間
の
措
置
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
保
険
料
な
ど
に
跳

ね
返
ら
な
い
よ
う
な
形
で
国
の

施
策
充
実
を
求
め
て
き
た
が
、

今
後
も
必
要
な
要
望
を
行
い
、

介
護
基
盤
整
備
を
図
っ
て
い
き

た
い
」
主
旨
の
答
弁
を
行
い
ま

し
た
。

■

■

前
政
権
は
毎
年
２
２
０
０
億

円
の
社
会
保
障
費
を
抑
制
し
て

き
ま
し
た
。
経
済
対
策
と
し
て
、

09
年
補
正
で
介
護
施
設
な
ど
12

万
人
分
整
備
予
定
の
４
期
計
画

に
、
５
期
以
降
の
分
４
万
人
分

を
前
倒
し
16
万
人
分
整
備
の
方

向
性
を
示
し
ま
し
た
。

山
形
県
で
は
市
町
村
の
意
向

は
、
ほ
ぼ
倍
増
で
す
。
い
か
に

県
民
要
望
が
強
い
か
、
財
政
措

置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
、
そ

し
て
こ
れ
ま
で
抑
制
さ
れ
て
い

た
か
が
、
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

公
私
間
格
差
是
正
を

渡
辺
ゆ
り
子

新
政
権
が

高
校
授
業
料
無
償
化
を
打

ち
出
し
た
。
県
と
し
て
も

こ
の
流
れ
を
進
め
て
ほ
し

い
。
現
状
で
も
私
立
高
校

関
係
者
か
ら
公
私
間
格
差

是
正
を
求
め
る
声
が
多
数

あ
が
っ
て
い
る
。
授
業
料

無
償
化
に
際
し
て
も
、
公

私
間
格
差
の
不
安
を
解
消

す
る
取
り
組
み
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

山
口
教
育
長

教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
公
立
高
校

の
授
業
料
無
償
化
は
、
生

徒
が
安
心
し
て
学
べ
る
教

育
環
境
の
向
上
に
資
す
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

制
度
の
全
容
が
明
ら
か
に

な
り
次
第
、
的
確
な
対
応

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

私
立
高
校
に
対
す
る
今

後
の
国
の
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
不
明
な
点
が
多
い

が
、
方
向
性
と
し
て
は
、

私
立
高
校
へ
の
助
成
を
維

持
し
、
私
立
高
校
生
へ
の

授
業
料
を
年
額
12
万
円
、

低
所
得
世
帯
に
は
24
万
円

補
助
す
る
こ
と
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
県
の
制
度
が

重
複
す
る
こ
と
か
ら
見
直

し
の
可
能
性
が
あ
り
、
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

私
立
高
校
へ
の
助
成
に

つ
い
て
も
、
本
県
公
教
育

の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

公
私
間
格
差
の
縮
減
に
努

め
て
い
き
た
い
。

２００９年１０月２５日 渡辺ゆり子活動報告

日
本
婦
人
団
体
連
合

会
発
行
の
『
婦
人
通
信
』

10
月
号
に
、
女
性
史
研

究
家･

米
田
佐
代
子
氏
の

興
味
深
い
記
事
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。

「
１
９
５
５
年
、
日
本

の
被
爆
女
性
二
人
と
女

性
医
師
二
人
が
、
イ
ギ

リ
ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

被
爆
体
験
や
原
水
爆
禁

止
を
訴
え
た
。
そ
の
背

景
に
平
塚
ら
い
て
う
氏

(

『
原
始
女
性
は
太
陽
で

あ
っ
た
』
の
著
者)

の
力
が

あ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
政
府

も
日
本
政
府
も
、

原
水
爆
禁
止
運

動
の
た
め
と

言
え
ば
当
時
は
入
国
も
旅

券
も
だ
め
だ
っ
た
が
、
ら

い
て
う
さ
ん
が
婦
団
連
に

相
談
し
、
秘
密
の
う
ち
に

個
人
の
責
任
で
人
選
し
目

的
を
伏
せ
て
送
り
出
し
た

の
だ
そ
う
で
す
。

女
性
の
核
兵
器
廃
絶
や

母
親
運
動
の
さ
き
が
け
と

な
っ
た
で
き
ご
と
で
す
。

思
わ
ず
「
す
ご
い
」
と
拍

手
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

勇
気
あ
る
日
本
の
女
性
の

行
動
が
今
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。
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前
号
に
続
き
一
般
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

ゆ
り
子

の
視
点

“両親が学費を払うのに苦労しています。友達の親を見ていると涙が出ます”

最上 小国川ダム問 題

（「私学助成をすすめる会」の要請はがきより）

渡辺 新政権はダム事業を見直す方向性

を示しているが、どう対応するのか。最

上小国川ダムは、「はじめにダムありき」

の進め方で、ダム以外の治水対策の検討

が、赤倉温泉への影響調査も含めて不十

分と考える。治水対策の原点に立ち返っ

た議論やダム事業見直しを求めるがどう

か。

吉村知事 今後ダム事業見直しの何らか

の方針が示されれば、その内容を精査し、

国に地域の実情を説明し、その必要性を

主張していきたい。最上小国川の治水対

策については、私の就任前でしたが、総

合的に検討され穴あきダムが最適と判断

されたもの。温泉影響調査の結果は、

『河川掘削は源泉に著しい影響を与える

恐れがある』という専門家の意見で、県

は河床掘削を伴う河道改修は困難である

と判断した。今後も関係者の理解を得な

がら事業を進めたい。

▼ ▼

他に「やまがた集中改革プラン」見直

しについても質問しました。

再質問で、最上小国川ダム建設につい

ての答弁は「納得できない」と表明し、

雇用対策については、県庁全

体で強力に進めるよう要望し

て質問を終えました。

渡 辺「治水対策の原点に立ち返った議論必要」
知事「就任前に総合的に検討された」と推進姿勢変えず

女性の反核運動のさきがけ

●ゆり子県議の一般質問はホームページでご覧になれます
【動画】http://www2.ocn.ne.jp/~yuriko9/

【大要】http://homepage3.nifty.com/nokki/091005111.pdf

整
備
望
む
強
い
声

定
員
増
を
今
す
ぐ
に
で
も

授業料 すすめよ

一般質問に立つゆり子県議

＝５日、県議会本会議場
（「しんぶん赤旗」提供)


